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《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
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＜壁 ⻑ 係 数 ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①  〔壁 設 定 －壁 ⻑ 係 数 〕をクリックすると、「必 要 壁 ⻑ 係 数 」のダイアログが開 きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②  「壁 量 安 全 率 」では、必 要 壁 量 に安 全 率 を考 慮 して検 討 する場 合 に設 定 します。 
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〈安 全 率 タイプ〉 
『⼀ 般 』・・・床 ⾯ 積 による必 要 壁 量 、⾒ 付 ⾯ 積 による必 要 壁 量 に安 全 率 を考 慮 して検 討 する 

場 合 に設 定 します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『静 岡 県 条 例 』・・・静 岡 県 条 例 の地 震 ⼒ に対 する安 全 率 を考 慮 して検 討 する場 合 に設 定 します。 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

壁量安全率 
床⾯積による 

壁量安全率 
⾒付⾯積による 

「壁率⽐＜0.5」の安全率は、4 分割法の壁率⽐が 

0.5 より⼩さい場合に考慮されます。 

安全率を考慮した必要壁量 
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〔印 刷 －壁 量 計 算 －壁 量 計 算 書 〕 

 

〔印 刷 －性 能 表 ⽰ －表 3︓性 能 表 ⽰ 基 準 の壁 量 計 算 〕 

 

 
静 岡 県 条 例 で設 定 値 が“0”の場 合 は“0”を掛 けて検 討 され、必 要 壁 量 や 

充 ⾜ 率 が“0”となりますのでご注 意 ください。 

《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
 設 定 ―物 件 設 定 ―壁 設 定 ―壁 ⻑ 係 数 ―壁 量 安 全 率  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（基準法）で設定した安全率で地震⼒に 

対する必要壁量を算出します。 

（表⽰基準）で設定した安全率で地震⼒に 

対する必要壁量を算出します。 


